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事業者アンケート集計結果 

Ⅰ．回答者の属性 

１．法人/個人 

全体の約 3/4にあたる 55事業者が、個人事業主と回答した。 

 
 

 ２．経営者の年代 

最も多いのは、50代の 28事業者だが、60代以上の経営者が過半数（38事業者）を占めており、若干

高齢化が進んでいることを示している。 
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◆実施期間：平成 28年 7月 10日～7月 31日 

◆実施方法：商工会会員・非会員に対し、経営指導員が直接訪問し、配布・回収 

◆配布数 152事業者（非会員 8事業者）  回収数 74事業者  回収率 49％ 
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３．業種 

小売業（16者）、宿泊業（14者）の２業種で全体の４割を占めている。尚、その他の業種と回答した

事業者は９者あったが、すべて建設業であった。

 
４．年間の売上高 

「１千万円未満」の事業者が半数近く（31者）を占め、比較小規模な事業者が多いことが分かる。 

 

業種別に見ると「１千万円未満」の小規模事業者は、宿泊業、飲食業に集中していることが分かる。 
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５．従業員数 

５名以下の小規模な事業者が全体の 3/4（52 者）を占めているが、その中でも「３~５名」規模の事

業者が、23 者で最も多い。個人事業主であっても数名は雇い入れてる事業者が多くいることが分かる。 

 

 業種別に見ると、比較的規模の大きな事業者は、その他（建設業）に集中していることが分かる。 
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６．後継者の有無 

「後継者有り」と回答した事業者は 32 者で、約半数近くは後継者候補が存在することになる。他の

島しょ地区と比較しても、若干良好な結果と言える。 

 

 年間売上高別に見ると、「１千万円未満」「１～３千万円」規模といった小規模な事業者の方が、後継

者を有していない割合が高い。 

 

 また経営者の年代別で見ると、意外ではあるが 30 代～40 代の経営者の方が、後継者を有している割

合が高い。また、70 代以上の高齢者の経営者も後継者を有している割合が高いことが分かる。 
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Ⅱ．本文の集計結果 

１．売上高の推移  

「売上高に大きな変化がない」と回答した事業者は 40 者と全体の 50％を超えるが、「増加している」

と回答した事業者は５者（約７%）、「減少している」と回答した事業者は 28 者（約 38%）で、経営状況

はあまり良くないことが伺える。 

 

 

業種別で見ると、売上高が減少している事業者は、どの業種にも一定の割合で存在するが、小売業、

製造業の経営状況が比較的悪いことが分かる。売上高が増加した事業者は、小売業、その他サービス業、

卸売業、飲食業にそれぞれ１～２者存在する。 
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また、年間売上高別に見ると、１千万円未満の小規模な事業者での経営状況が比較的悪いことが伺え

る。 
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２．売上高を向上させるための対策 

「特には考えていない」との回答が 40者と最も多く、次に「満足度を高める取組み」が 19者となっ

ている。全体的に売上を向上させる対策には関心が薄いことが伺える。 

 

業種別に見ると、「特に考えていない」と回答した事業者は、小売業（８者）、宿泊業（８者）で多く

の割合を占め、「顧客満足度を高める取組み」と回答した事業も、小売業（２者）、宿泊業（３者）、卸

売業（３者）が多くを占めており、同一業種内でも意識の違いが伺える。 
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 売上高の推移別に見てみると、「売上高は減少している」と回答しているにもかかわらず「特には考

えていない」と回答した事業者が多く（17 者）、危機感が薄いことが伺える。 
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３．その他、経営改善のための対策 

経営改善のための対策としては「設備の入替、修繕」（25 者）、「人材の確保、人材の育成」（23 者）

が上位に入っている。「特に考えていない」（21 者）も、３位と上位に入ってはいるが、「売上高を向上

させるための対策」と比較するとその割合は少ない。 

 

 

業種別に見ると、「人材の確保、育成」の占める割合が高いのは、建設業、卸売業、その他サービス

業で、「設備の入替、修繕」が占める割合が高いのが、宿泊業、建設業となっている。「特に考えていな

い」は、その他サービス業、小売業で、比較的多数を占める 
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売上高の推移別に見ると、「売上高は増加している」と回答した事業の方が、「設備の入替、修繕」「人

材の確保、人材の育成」といった改善策を検討している割合が高く、「売上高が減少している」と回答

した事業者は、検討している改善対策も少ないことが伺える。 

 

 

  

25 

23 

21 

19 

17 

15 

9 

9 

5 

15 

12 

8 

13 

9 

8 

7 

5 

2 

8 

7 

11 

5 

8 

5 

2 

1 

2 

0 10 20 30 40 50 60

設備の入替、修繕 

人材の確保、人材の育成 

特には考えていない 

業務の効率化 

運転資金の確保 

製造・調達コストの低減 

後継者の確保、後継者の育成 

ホームページの開設や改良 

情報システムの導入、強化 

その他、経営改善のための対策（売上高の推移別） 

売上高は増加している 売上高は大きくは変わっていない 売上高は減少している 



11 

 

４．これまでに利用した商工会の事業や施策 

「融資の相談」（30者）、「会計・税務の相談」（26者）、「記帳代行」（20者）といった、商工会ではお

なじみの支援事業が１位から３位を占めており、「利用したことはない」（17者）も４位と上位に入って

いる。 

 

５．今後活用したい商工会の事業や施策 

今後活用したい事業や施策についても、「会計・税務の相談」（16者）、「記帳代行」（14者）「融資の

相談」（14者）、「利用したいとは思わない」（12者）と、これまでに利用した事業や施策と同じような

顔触れになっている。これは、商工会で活用できる事業や施策が、利用者の認識の中で固定化されてい

ることも予想され、（商工会の）取組み内容の周知が求められるのではないかとも考えられる。
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６．今後活用したい島の魅力・資源 

 事業者が活用したい島の魅力・資源と考えているのは、「赤崎遊歩道」「アカイカ」「天上山」「あした

ば」「金目鯛」の順に投票数の多い結果となった。 

 

30 

34 

20 

20 

9 

21 

12 

24 

3 

20 

31 

29 

0 

6 

14 

13 

18 

9 

19 

27 

1 

22 

12 

3 

0 

0 

7 

18 

11 

3 

6 

6 

22 

28 

12 

14 

38 

12 

10 

9 

21 

21 

33 

12 

15 

21 

0 10 20 30 40

金目鯛 

アカイカ 

伊勢エビ 

たかべ 

くさや 

地のり 

てんぐさ 

ところてん 

島唐辛子 

パッションフルーツ 

あしたば 

焼酎 

レザーファン 

ジュリア祭 

かつお釣り行事 

アクアスロン大会 

なぎさの花火大会 

乗り初め 

釣り 

ダイビング 

シュノーケリング 

海水浴 

トレッキング 

サイクリング 

ツーリング 

ドライブ 

キャンプ 

星空観察 

夜光虫観察 

光るキノコ見物 

パワースポット 

花めぐり 

よっちゃーれセンター 

温泉保養センター 

魚市場 

郷土資料館 

赤崎遊歩道 

ありま展望台 

三浦湾展望台 

沢尻海岸 

前浜海水浴場 

多幸湾 

天上山 

物忌奈命神社 

千両池 

湧水 

島の魅力・資源（事業者） 

176 

132 

85 

55 

36 

103 

37 

84 

24 

138 

102 

53 

3 

13 

52 

12 

106 

17 

108 

124 

170 

195 

66 

55 

26 

30 

89 

170 

80 

52 

49 

18 

129 

148 

38 

39 

228 

40 

32 

54 

128 

84 

92 

39 

54 

74 

0 50 100 150 200 250

金目鯛 

アカイカ 

伊勢エビ 

たかべ 

くさや 

地のり 

てんぐさ 

ところてん 

島唐辛子 

パッションフルーツ 

あしたば 

焼酎 

レザーファン 

ジュリア祭 

かつお釣り行事 

アクアスロン大会 

なぎさの花火大会 

乗り初め 

釣り 

ダイビング 

シュノーケリング 

海水浴 

トレッキング 

サイクリング 

ツーリング 

ドライブ 

キャンプ 

星空観察 

夜光虫観察 

光るキノコ見物 

パワースポット 

花めぐり 

よっちゃーれセンター 

温泉保養センター 

魚市場 

郷土資料館 

赤崎遊歩道 

ありま展望台 

三浦湾展望台 

沢尻海岸 

前浜海水浴場 

多幸湾 

天上山 

物忌奈命神社 

千両池 

湧水 

島の魅力・資源（来島者） 



13 

 

 一方、投票数をアンケートの回収数全体で除したものを投票率とし、事業者分と来島者分を比較した

ものが下のグラフであるが、「赤崎遊歩道」「海水浴」「シュノーケリング」など海のレジャーに関する

ものや「星空観察」などは、事業者以上に来島者が魅力であると感じていることが分かる。 
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トレッキング 

サイクリング 

ツーリング 

ドライブ 

キャンプ 

星空観察 

夜光虫観察 

光るキノコ見物 

パワースポット 

花めぐり 

よっちゃーれセンター 

温泉保養センター 

魚市場 

郷土資料館 

赤崎遊歩道 

ありま展望台 

三浦湾展望台 

沢尻海岸 

前浜海水浴場 

多幸湾 

天上山 

物忌奈命神社 

千両池 

湧水 

島の魅力・資源（事業者投票率/来島者投票率） 

事業者の投票率 

来島者の投票率 
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【アンケート結果まとめ】 

 

(1) 事業者の経営状況と認識 

 事業者全体の経営状況は、30%近くが「売上高が減少している」一方で、「増加している」と回答した

事業者は７%程度であり、決して良い状況とは言えない。 

 しかし事業者の認識として、「売上高を向上させるための対策」において、他を引き離して最も多く

回答されたのは「特に考えていない」であり、売上高を向上させることへの関心の低さが伺えた。一方

で、「その他、経営改善のための対策」においては、「設備の入替・修繕」「人材の確保、人材の育成」

といった改善策を対策として挙げている事業者が多く存在し、「売上高の向上」よりは、関心が高いこ

とが伺えた。現状を維持するにも、努力は必要であるとの認識が垣間見える。ただ、何らかの経営改善

のための対策が必要とした回答者も、比較的、経営状況が良い事業者が多く、「状況が悪いから改善し

よう」ではなく「余裕があるから投資しよう」という傾向が高いということが伺えた。 

 

(2) 活用していくべき島の魅力・資源と事業者との関わり 

 来島者向けのアンケート結果から鑑みると、神津島への観光は、（普段の旅行と比較し）「自然の観光

スポット」「人とのふれあい」を重視して来島し、満足度も高いという結果となった。「赤崎遊歩道」「海

水浴」「シュノーケリング」「星空観察」など、海と自然に関するスポット・アクティビティを島の事業

者以上に「島の魅力」として挙げている。 

 一方、「島にあったら良いと思うサービスやアクティビティ」という問いには、「移動手段（バス）」

に関することが最も多く記載されてはいたが、「移動手段（レンタサイクル）」「飲食店」「（海での）ア

クティビティ」「ガイド」などに関する要望や事業者が少ないという意見が多く寄せられており、ビジ

ネス機会が少なからず存在することが伺える。一部のサービスは、既に島内でも存在するサービスでは

あるが、その存在を知られていないとも考えられ、情報提供の充実も課題ではないか。また観光サービ

スに携わる事業者の数が足りていないことも事実であり、事業の創出も課題である。 

 来島者の大半は、口コミをもとに来島してきており、今後の来島者を増やす上では、如何に満足度を

高めて帰って頂くかは重要な課題である。（もともと満足度は高いが）今あるニーズとのギャップ埋め

ることで、より高い満足度の向上と、結果として口コミの拡大につながるのではないか。 

 

(3) 商工会が求められる役割 

 商工会で活用した（い）事業・施策として、「会計・税務の相談」「記帳代行」「融資の相談」といっ

た偏った内容に集中するのは、商工会の役割や支援の内容について、事業者に十分に周知できていない

ことが考えられる。今後は、どんな支援が可能なのか、具体的例などを交え周知することが必要であり、

（活用の）イメージをし易くすることが活用の拡大につながるのではないか。 

 また島全体の課題として、「来島者への情報提供の充実」や「新規事業（主に観光者向け）の創出」

が挙げられることもアンケートの結果から見えてきた。既存の事業者含む島民および島外の専門家や支

援者を、適宜コーディネートし、観光客のニーズとのギャップを埋めるための仕組み作りを行うことが、

今後最も求められる役割ではないか。 


